
 
 
 
 
 
 
 

白百合の かぶりふる時 風かをる 

( 正岡子規 ) 

学校のゆりが満開の時を迎えています。「ど

んでん平ゆり園」からいただいた１５００個

もの球根を５月６日に植栽。以来、ゆりは順

調に伸び、色とりどりの花をつけてくれまし

た。連作障害を防ぐために土壌を改良し、ね

ずみから守る作業をし、草を取り、水をやる。

この日まで子ども達は、多くの方々の協力を

得ながら育ててきました。良く育てるために、

すべきことを積極的にする。でも、過ぎたこ

とはしない。こんな花育てのコツを見たよう

な気がします。これまでのご支援に深く感謝

申し上げます。 

 

去る７月３日の午後、町ＰＴＡの研修会が

開催されました。第一小の研修会も兼ねてい

ましたので１００名を超すみなさまに参加い

ただきました。ありがとうございました。 

講師は、諸富祥彦氏（明治大学文学部教授）。

９０分の講演の中で印象に残った内容をお話

ししたいと思います。 

人が育つ環境は様々です。良い環境もあれ

ば悪い環境もあります。諸富先生は数多くの

カウンセリングから、あることに気付きます。

なんの問題もないような家庭から、非行を繰

り返す子どもが出現することがあれば、両親

が家に帰らないという粗悪な環境の中にあっ

ても、素直に伸びやかに育つ子もいる。これ

はなぜだろう？ 考えた末にたどり着いた結

論は・・子どもは成るようになる。というこ

とでした。どの家庭も子育て法にさほどの違

いがなかった。という意表を突く結論でした。 

しかし、ここからが諸富流。成るようにな

るためには、してはいけない３つのことがあ

る。この３つをしなければ、子どもは放って

おいても良く育つのだそうです。 

１ 子どもに自分のイライラカリカリをぶ

つけない。 

 ・子供自身がストレスをためて親の顔色

をうかがいながら生活する。 

２ 否定的な言葉（お前はダメだなどの）

をかけない。 

 ・思い込みは親がつくる。ダメなやつと

言われればそう思ってしまう。 

３ 兄弟を比較しない。 

 ・親が思う以上に子は傷つくもの。 

良いことをたくさんするという発想の子

育てではなく、してはいけないことを絶対

しない子育てを先生は訴えていました。 

外から問題がないように見える家庭。しか

し、そこに非行の芽があるとしたら・・それ

は、『してはいけない３つの行為』をしている

のかも知れません。 

美しいゆりを育てるコツ。曲がらない子を

育てるコツ。どこか似ているような気がする

のは私だけでしょうか。 

うつむくは思案に似たりゆりの花 

（これも正岡子規） 

 

 

 

 

 

 

 

 

かけはし    一小だより 

№７ ２３･７･１４ 

成るようになるために 
                    校 長 大 村 亨 夫 

 

 ＰＴＡ講演会（講師 諸富祥彦 氏） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１日、色とりどりのゆりの花を見なが

ら開園式を行いました。開園式には、後援会

長さん、ＰＴＡ会長さん、祖父母の会長さん、

そして多くのお家の方々にお出でいただき、

盛大に行うことが出来ました。 

開園式には、全校生が参加、５・６年生全 

員によるトランペット鼓隊の演奏、全校生に

よる合唱で喜びを表現しました。  

開園式後、全員でゆりの花を見ながら、川 

柳を作りました。これからもゆりの花を大事

に育てながら、ふるさとを愛し、ふるさとに

貢献できる教育活動を進めていきたいと考え

ております。今後ともご支援ご協力をお願い

いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月８日（金）、青空の下、福祉施設や公民

館など校区内のお世話になっている人達や一

人暮らしのお年寄りの方々にゆりの花束を配

達する活動を行いました。 

この活動は今年で５年目。子ども達が育て

たゆりを５～６本ずつラッピングした花束を

５・６年児童が２０班に分かれ、約５０軒に

届けました。子どもたちにとって、地域の

方々とふれあうことができ、充実した一日

になりました。  

＜活動後の感想から＞ 

        ６年 嶋貫絵理香 

私は今日、ゆりの幸せ配達人をやって、た

くさんの笑顔がいろいろなところで見ること

ができてうれしかったです。今回ははじめて

５年生と一緒に準備を進めてきました。お手

紙を書いたり、ゆりの花束を一緒に作り、お

手紙のカードを入れたりして、力を合わせて

たくさんの人に笑顔を届けられたと思います。 

          ６年 村上 遥奈 

わくわくしながら中部 

幼稚園に向かいました。 

園長先生がやってきて、 

私が言葉を言って花束を 

渡すと、「ありがとう」と

何回も言ってくださいました。やっぱり、「あ

りがとう。」と言われるととってもうれしかっ

たです。次はとみなが理容室に行きました。

なんと去年の手紙を持っていてくださったの

です。大事に持っていてくれる方もいるんだ

なあと思いました。もらう人もあげる人も、

とってもうれしくなる活動だと思いました。 

        ６年 小浦信太朗 

佐藤さんには今年はじめてゆりをお届けす

るので、ちょっと緊張していました。佐藤さ

んはテレビを見ていました。ゆりを渡すと、

「ありがとう！こりゃあうれしいなあ！」と

言ってくれました。地域の人、施設の人の笑

顔がたくさん見れて良かったです。 

ありがとうございました 
たくさんの御礼の手紙や励ましの電話をい

ただきました 

 

 

 

 

 

 

ゆりの幸せ配達人活動 

 

 

 

こんにちは！この間は今年も手をかけて育てた

色とりどりのゆりの花を届けていただいてありが

とうございました。お店の中を彩ってつぼみが次々

とパット咲いてお客様も「なんだてきれいだごど」

とおっしゃっています。暑い毎日が続いておりま

す。 皆様どうぞお元気でネ！ 

           菓子の丸屋さんより 


